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日時：令和6年8月10日（土） 9：00～11：00
方法：Zoomにてオンライン配信

今年度第1回のセミナーとして「未来への一歩 造血器腫瘍・造血幹細胞移植後患者の
就学支援セミナー」を開催しました。
施設ごとの小児科における就学支援の現状・取り組みについてや、がん教育を通じて

の就学支援に関するお話を伺いました。現状に合ったテーマに関する取り組みを知れる
よい機会になったと、参加された皆様からご感想をいただきました。

31人中

参加者職種内訳

アンケート結果



たくさんのご参加、ご意見・ご要望をありがとうございました。
今後の拠点病院セミナー運営の参考にさせていただきます。

問２．問１のようにお答えになった理由をご記入ください。
・思春期だと、容姿の事や交友関係の事など復学意思があっても、なかなか気持ちと身体が伴わな
いケースもあったり、と、難渋するケースがしばしばあるので、テーマにひかれたから。

・当科で直面している問題がいろいろ取り上げられていたから。
・内容がわかりやすかったから。ただ、資料が揃っていたらいいなと思った。
・患者さんに寄り添った支援が行われていることがよく理解できたから。
・実際の就労・就学支援について話をきけて、よくわかりとても勉強になったから。

問5.

問4．問3のようにお答えになった理由をご記入ください。
・他施設の取組み、他職種の視点からの支援を知り、これからの支援に役立つと感じたから。
・どうしても、医師と看護師で対応しがちな復学支援だけれど、心理士も巻き込みながら、復学に
向けて解決していくことも大事だと感じたから。

・実際にどの様に対処すればよいのかが具体的にわかったから。
・がん疾患などを抱える患児に対する取り組みを知り、直接職場ではいかせなくても自分の仕事に
繋がっていることに対してやり甲斐を感じたから。

・自身の意識改革につながると感じたから。
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